
 

 

年次計画について 

 

１．年次計画の見直しについて 

「芦屋港活性化推進委員会 プレジャーボート係留施設専門分科会 検討報告書」（平

成 30 年 4 月）には、プレジャーボート係留を新設するにあたり、利用隻数、利用料金、

収支予測、管理運営方法などを検討すると記載されているように、以前の分科会では整備

にあたっての年次計画は検討されていません。 

しかしながら、芦屋港活性化推進委員会では、「芦屋港活性化基本計画」（平成 31 年 3

月）を策定する際に、どの施設から整備を進めるかを示したスケジュールである年次計画

（図１）を審議しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 年次計画 （芦屋港活性化基本計画１２９頁引用） 

 

 

  上記の図１では、ボートパークの整備工程は３年間と記載されていますが、波除堤が長

くなり整備完了までに年数がかかることから、年次計画を見直す必要があります。 

 

資料３ 



 

 

２．年次計画（案） 

年次計画の見直しにあたっては、整備工程年数が実施設計（詳細設計）を踏まえなけれ

ば、正確にわからないことから、社会経済環境の変化や関係者協議の進捗、財源確保など

の要因から変更になる場合があることを前提とし、近隣にある脇田フィッシャリーナの

整備工程年数を参考に年次計画を整理した。 

 

 

  ■脇田フィッシャリーナ（参考事例） 

防波堤① L=160ｍ直立消波ブロック     実施設計１年 工事期間３年 

   防波堤② L=150ｍケーソン、消波ブロック  実施設計１年 工事期間３年 

   浮桟橋  L=128ｍ２基           実施設計１年 工事期間１年 

 

 

  上記の参考事例をもとに、年次計画（変更案）（２図）を下記のとおり整理した。 

ただし、前提条件である「社会経済環境の変化や関係者協議の進捗、財源確保などの要

因から年数は変更になる場合があること」については、今までどおり記載するものとする。 

 

 

図２ 年次計画（変更案） 

 

 


